
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
五
十
一
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
教
育
問
題
・
国
語
教
育
研
究
会
（
八
月
二
十
七
日
．
勤
労
会
館
Ｖ

・
教
育
問
題

　
　
　
偏
差
値
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
島
　
良
二
（
大
阪
市
立
大
宮
中
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
光
次
郎
（
桃
山
学
院
高
校
）

・
国
語
教
育

　
　
高
一
古
典
入
門
教
材
の
扱
い

　
　
　
－
「
今
昔
物
語
」
と
「
平
家
物
語
」
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
関
真
理
子
（
京
都
市
立
紫
野
高
校
）

〈
総
会
・
研
究
発
表
会
（
十
一
月
二
十
三
日
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
Ｖ

・
実
践
報
告

　
　
自
主
教
材
－
「
科
学
的
精
神
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
昌
孝
（
同
志
杜
香
里
目
同
校
）

・
研
究
発
表

　
　
晩
年
の
世
阿
弥
　
　
お
も
に
作
晶
分
析
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
京
子
（
大
学
院
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○

〈
国
文
学
会
講
演
会
（
十
二
月
十
五
、
十
六
目
）
Ｖ

　
　
言
語
研
究
の
す
す
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
　
つ
ち
く
れ
の
語
り
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広

昭
和
五
十
年
度
卒
業
論
文
題
目

く
目
本
文
学
古
代
前
期
Ｖ

　
目
本
神
話

　
　
　
　
　
記
紀
神
代
巻
に
み
る
原
形
神
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

天
孫
降
臨
神
話
の
歴
史
的
背
景

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
葬
歌
と
土
師
氏

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
物
語
に
つ
い
て

小
長
歌
試
論

初
期
万
葉
の
長
歌
に
つ
い
て

遊
行
女
婦
と
妓
子
群

万
葉
集
東
歌

防
人
歌
の
拝
情
性

高
市
黒
人
の
世
界

挽
歌
の
成
立

人
麻
呂
挽
歌
論

鐸谷富田池可諏杉杉岡西

下ｎノ木木口永中永部訪浦村田村

貞勝保潤栄恵豊肇和優良幸町直

三美幸子一子彦志子子子子子彦



　
　
人
麻
呂
の
死
を
め
ぐ
る
伝
承

く
日
本
文
学
古
代
後
期
Ｖ

　
　
「
日
本
霊
異
記
」
の
撰
述
意
識

　
　
古
今
和
歌
集
の
自
然

　
　
　
－
四
季
の
部
を
中
心
に
－
１

　
　
貫
之
私
論

　
　
「
土
佐
日
記
」
和
歌
の
考
察

　
　
伊
勢
物
語
の
構
成

　
　
歌
物
語

　
　
「
枕
草
子
」
に
み
る
清
少
紬
言

　
　
枕
草
子
に
お
け
る
清
少
納
言
の
美
意
識

　
　
「
枕
草
子
」
の
根
底
に
流
れ
る
も
の

　
　
枕
草
子
は
果
し
て
明
る
い
か

　
　
清
少
納
言
の
世
界

　
　
家
集
か
ら
み
た
紫
式
部

　
　
「
紫
式
部
」

中吉橋鷲岡住筒石加岡澤杉居

－
文
学
創
造
へ
向
か
う
式
部
の
内
面
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片

「
紫
式
部
日
記
」
に
お
け
る
「
心
ば
へ
」
観
　
　
中

岡ーハ本田村本井倉藤田井本関山谷
慶
　
子

　
　
潔

昌
　
代

正
　
之

庸
　
子

和
　
子

恭
　
子

美
　
智

真
紀
子

夏
　
子

不
　
江

季
美
枝

久
　
美

葉純

子子

紫
上
に
つ
い
て

「
源
氏
物
語
」
に
お
け
る
末
摘
花
の
存
在
価
値

源
氏
物
語
に
於
け
る
末
摘
花
の
存
在
価
値

六
条
御
息
所
論

源
氏
物
語
の
女
性
　
明
石
君

玉
髪
十
帖
の
世
界

　
－
玉
蔓
を
め
ぐ
っ
て
－

光
源
氏
物
語
試
論

　
　
　
物
語
史
的
展
開
の
基
本
的
構
造

光
源
氏
の
終
焉

宇
治
十
帖
の
一
サ
イ
ク
ル

　
ー
橋
姫
・
椎
本
・
総
角
を
中
心
に

大
君
物
語

　
－
結
婚
拒
否
を
め
ぐ
っ
て
－

宇
治
十
帖
の
世
界

　
　
　
古
代
仏
教
に
お
け
る
女
人
往
生
思
想
を

　
　
　
　
背
景
に
浮
舟
の
死
そ
し
て
出
家

源
氏
物
語
に
お
け
る
横
川
僧
都
と
仏
教

提
中
紬
言
物
語
「
鍛
め
づ
る
姫
君
」
論

「
虫
愛
づ
る
姫
君
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一

日稲多山有津ト
ノ

堀山東伊ト
ー

永松

野葉田和田林島江下藤

１
ー

ノ田本
真
理
子

由
美
子

素
　
子

裕
　
子

真
由
美

厚
　
子

繁
　
一

牧
　
子

和
　
之

登
志
子

富
士
子

純
　
子

智
　
子
保
雄



更
級
日
記
に
つ
い
て
の
考
察

　
－
主
と
し
て
作
晶
の
底
を
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
と
悔
恨
に
つ
い
て
－

〈
日
本
文
学
中
世
Ｖ

　
　
「
平
家
物
語
」
の
運
命
と
女
人
像

　
　
平
家
物
語
に
お
け
る
「
語
り
」
と
文
学

　
　
　
－
覚
一
本
の
達
成
と
は
何
か
－

　
　
木
曽
義
仲
の
魅
力

　
　
　
－
覚
一
本
平
家
物
語
世
界
の
－

　
　
平
家
物
語
に
お
け
る
平
清
盛
像

　
　
「
清
経
論
」

　
　
鬼
能
考
察

　
　
複
式
夢
幻
能
の
成
立
と
世
阿
弥

　
　
「
建
穫
門
院
右
京
大
夫
集
」

　
　
　
　
　
作
晶
世
界
の
展
望

　
　
式
子
内
親
王
の
世
界

　
　
中
世
の
あ
け
ぼ
の

　
　
　
１
－
西
行
の
歌
を
中
心
に
し
て
－
－
－
－

　
　
慈
圓
と
浄
土
教
的
感
性

守
　
屋

伊
　
藤

佐重鷲笹宮藤鈴吉上北

伯松見木井鹿岡口榎澤

絹

子

圓
　
美

真
　
　
勲

匡
　
子

　
　
洋

ゆ
き
子

房
　
子

晴
　
子

千
砂
子

ゆ
り
子

広
　
泰

徒
然
草
論

一
八
一
、
一

〈
日
本
文
学
近
世
Ｖ

　
　
「
好
色
一
代
男
」
論

　
　
「
好
色
一
代
男
」

　
　
好
色
一
代
男
の
魅
力

　
　
仮
名
草
子
か
ら
浮
世
草
子
へ

　
　
　
－
「
好
色
一
代
男
」
と

　
　
　
　
　
　
　
「
浮
世
物
語
」
を
め
ぐ
っ
て
－

「
好
色
一
代
男
」
と
歌
謡

「
好
色
五
人
女
」

「
好
色
五
人
女
」
考

「
好
色
五
人
女
」

「
好
色
一
代
女
」

「
好
色
一
代
女
」
考

「
好
色
一
代
女
」

近
松
時
代
浄
瑠
璃

　
－
「
国
性
爺
合
戦
」
の
構
造
と
方
法
－

女
殺
油
地
獄
　
作
晶
論

蕪
村
論

田
　
中
　
未
知
子

青細田ーハ沢塩中江大田上大志藤

木野中本田津内口橋中原浦儀井

匡洋増

子子雄

ま
ゆ
み

春
　
美

順
　
子

陽
　
子

達
　
也

真
美
子

し
の
ぷ

ち
え
子

和
　
子

真
由
美

美
香
子



「
雨
月
物
語
」

秋
成
の
浮
世
草
子

「
黄
表
紙
考
」

黄
表
紙
考

〈
日
本
文
学
近
代
・
現
代
Ｖ

　
　
樋
口
一
葉

　
　
鏡
花
作
品
の
構
造
と
そ
の
背
景

　
　
舞
姫
論

　
　
国
木
田
独
歩
と
人
生
の
問
題

　
　
藤
村
の
初
期
「
自
然
」
観

　
　
　
－
労
働
の
意
味
－

　
　
漱
石
と
近
代
知
識
人

　
　
「
こ
こ
ろ
」
試
論

　
　
く
こ
＼
ろ
Ｖ
覚
え
書

　
　
　
－
一
人
称
小
説
の
系
譜

　
　
「
そ
れ
か
ら
」
私
論

　
　
　
－
音
心
識
の
論
理
と
自
然
の
論
理
－

　
　
「
そ
れ
か
ら
」
論

　
　
「
明
暗
」
に
つ
い
て

中天岡
．
高原田村藤高興鶴

件田山橋中松原木津園
久
美
子

ち
あ
き

光
　
子

雅
　
子

和励和邦貴正

津
留
見
幸

西岡中

沢本村

澄睦松

子儀子章久江誠子子子

長
塚
節
「
土
」
の
世
界

宮
沢
賢
治
論

宮
沢
賢
治
の
童
話
の
世
界

立
原
道
造
試
論

伊
東
静
雄
論

小
林
多
喜
二

「
転
向
論
」

　
　
　
中
野
重
治
を
中
心
と
し
て
！
．
－

堀
辰
雄
論

太
宰
治

太
宰
治
「
斜
陽
」
論

太
宰
治
論

　
　
　
太
宰
治
と
愛
の
問
題
－
１

太
宰
治
論

　
　
　
故
郷
へ
の
憧
恨
－

新
美
南
吉
論

今
江
祥
智
論

椎
名
麟
三
論

　
　
　
椎
名
麟
三
に
お
け
る
自
由
の
探
求

唐
十
郎
論

一
八
三

山
　
岸

石
　
原

石
　
川

内
　
田

佐
々
木

尾
　
藤

和高下辻

田橋岡

森
　
田

松巽松森河

浦四安合
添
　
子

　
　
仁

雅
　
子

希
代
子

俊
　
郎

武
　
宏

憲素英暁

司明生子

澄
　
子

由
美
子

夕
里
子

　
　
明

雄

生功



芹
沢
光
治
良
論

　
－
作
晶
「
人
間
の
運
命
」
を

　
　
　
　
　
　
中
心
に
愛
と
死
に
つ
い
て

野
坂
昭
如

安
部
公
房
論
　
　
　
人
間
存
在
の
あ
り
方
－

山
本
周
五
郎
私
論

〈
国
語
学
Ｖ

　
　
言
語
学
基
礎
論

　
　
　
－
形
態
論
と
意
味
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
再
規
定
及
び
展
開

　
　
目
英
語
の
比
較

　
　
和
語
「
よ
」
と
漢
語
「
セ
」
と
の
交
渉

　
　
　
－
－
外
来
思
想
輸
入
の
一
つ
の
場
合
－

　
　
塩
飽
方
言
の
言
語
地
理
学
的
考
察

　
　
今
昔
物
語
集
の
文
体

　
　
枕
草
子
の
文
体

　
　
虚
子
に
お
け
る
写
生
文
と
言
文
一
致

　
　
太
平
記
の
「
侯
ふ
」

　
　
新
古
今
和
歌
集
に
お
け
る
本
歌
取
り
に
つ
い
て

ーハ高西工志真湯椎長三Ｈノ亀原

崎木村藤伊辺屋田野木崎井田

隆一将明

子佳幸美

良
　
真

由
美
枝

純
　
子

真
　
帆

朋
　
子

令
　
子

喜
美
恵

馨
　
子

知
　
恵

昭
和
五
十
年
度
修
士
論
文
題
目

日
本
書
紀
の
編
纂
と
呵
部
氏

草
香
部
吉
士
の
伝
承
と
日
本
書
紀

柿
本
人
麻
呂
　
－
そ
の
歌
の
場
と
文
学

「
伝
承
杜
会
の
源
氏
物
語
」

　
　
　
人
間
の
類
同
観
念
と
他
者
の
発
見

遁
世
聖
説
話
考

一
八
四

西ト
ー口力広ト

ー

原妻藤田関

啓裕礼

子子子

　
　
収

真
理
子

編
　
集

後

記

　
同
志
杜
大
学
の
国
文
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
て
二
十
年
を
経
過
し
て
か
ら
、
す

で
に
三
年
の
月
日
が
流
れ
た
。
こ
の
間
に
、
小
さ
な
営
み
の
積
み
重
ね
に
せ
よ

何
か
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
い
た
い
。
そ
の
一
っ
の
証
し

が
今
号
に
も
掲
載
し
た
卒
業
生
の
論
文
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
国
文
学
専
攻
創
立
以
来
、
学
生
の
指
導
に
あ
た
れ
た
小
森
啓
助
先
生
が
退
職

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
先
生
に
は
、
講
師
と
し
て
今
後
も
御
指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
が
せ
め
て

の
な
ぐ
さ
め
で
あ
る
。
今
号
よ
り
設
け
た
〔
視
点
〕
の
最
初
の
執
筆
を
お
願
い

し
た
の
も
さ
さ
や
か
な
記
念
に
な
れ
ば
と
ね
が
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
国
文
学
会
会
報
」
は
郵
送
料
の
関
係
上
、
休
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
を

付
記
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
川
）
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